
地
方
創
生

　

昨
年
12
月
27
日
に
、
国
の
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総
合

戦
略
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
そ
の
全
体
像
が

示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
去
る
２
月
10
日
に

「
阿
南
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
本
市
の
総
合
戦

略
策
定
に
向
け
て
の
作
業
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
総
合
戦
略
と
と
も

に
「
地
方
へ
の
好
循
環
拡
大
に
向
け
た
緊
急

経
済
対
策
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
今
国
会
で

の
審
議
を
経
て
、
本
年
度
補
正
予
算
に
『
地

域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付

金
』
が
創
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
交
付
金
に
は
、「
消
費
喚
起
・
生
活
支

援
型
事
業
」
と
「
地
方
創
生
先
行
型
事
業
」

の
２
つ
の
事
業
が
あ
り
、
本
市
に
お
き
ま
し

て
は
「
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
事
業
」
で

は
、
徳
島
県
お
よ
び
県
内
市
町
村
が
共
同
実

施
す
る
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
」
と
、

本
市
独
自
の
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
あ
な
な
ん

商
品
券
」
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ

の
２
つ
の
商
品
券
が
、
本
市
経
済
の
大
き
な

刺
激
策
と
な
る
よ
う
、
期
間
設
定
や
販
売
方

法
な
ど
、
関
係
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
工
夫
を
講
じ
、
実
施
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
地
方
創
生
先
行
型
事
業
」
で
は
、

本
市
が
平
成
27
年
度
に
策
定
す
る
総
合
戦
略

の
一
部
先
行
事
業
と
し
て
、「
総
合
戦
略
策

定
業
務
」、「
県
南
地
域
づ
く
り
キ
ャ
ン
パ
ス

事
業
」、「
四
国
の
右
下
、
若
者
創
生
事
業
」、

「
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
促
進
事
業
」、「
農
産
物

ス
ー
パ
ー
産
地
化
推
進
事
業
」、「
阿
南
地
域

糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
設
置
事
業
」
の
６
事
業
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

例
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、「
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
促
進
事
業
」
は
、
Ｕ
タ
ー
ン
等
希
望
者
の

就
業
支
援
に
よ
る
移
住
促
進
と
、
Ｕ
タ
ー
ン

等
人
材
の
活
用
に
よ
る
市
内
企
業
等
の
振
興

を
図
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
阿
南
市
東
京
事
務
所
に
Ｕ

タ
ー
ン
等
希
望
者
の
窓
口
と
な
る
「
人
材
バ

ン
ク
」
を
、
ふ
る
さ
と
振
興
課
に
は
全
国
に

門
戸
を
開
い
た
「
人
材
バ
ン
ク
」
を
設
置
し

ま
す
。
そ
し
て
、
３
月
５
日
に
締
結
し
ま
し

た
徳
島
労
働
局
と
の
雇
用
対
策
協
定
に
基
づ

き
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
南
に
設
置
さ
れ
る

「
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
専
用
窓
口
」
に
本
市
の

「
人
材
バ
ン
ク
」
情
報
を
定
期
的
に
送
達
し

ま
す
。
一
方
で
、
商
工
会
議
所
の
ご
協
力
を

得
な
が
ら
、
Ｕ
タ
ー
ン
等
の
人
材
を
活
用
し

た
い
市
内
企
業
等
を
募
集
し
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
阿
南
に
登
録
を
お
願
い
し
、
雇
用
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
本

事
業
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
新
た
に
補

助
金
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
内
企
業
等
が
Ｕ
タ
ー
ン

等
の
市
外
在
住
者
を
新
た
に
雇
用
し
、
か

つ
、
そ
の
人
が
阿
南
市
に
転
入
し
た
場
合
、

50
万
円
を
限
度
と
し
て
１
年
間
に
要
し
た
雇

用
賃
金
の
20
％
相
当
額
を
補
助
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
奨
励
策
や
窓
口

設
置
に
加
え
、
東
京
お
よ
び
関
西
・
阿
南
ふ

る
さ
と
会
の
会
員
お
よ
び
企
業
の
皆
さ
ま
と

の
情
報
交
換
を
さ
ら
に
密
に
し
て
、
本
市
へ

の
移
住
を
促
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
農
産
物
ス
ー
パ
ー
産
地
化
推
進

事
業
」
で
は
、第
一
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
「
米
」

と
「
露
地
野
菜
」
の
ス
ー
パ
ー
産
地
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

米
の
ス
ー
パ
ー
産
地
化
で
は
、
米
の
規

格
・
品
質
向
上
を
促
し
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
上

の
売
れ
る
米
作
り
と
し
て
、
早
期
米
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

そ
の
概
要
は
、
現
在
、
徳
島
県
下
の
出
荷

規
格
で
は
１
・
８
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
統
一

さ
れ
て
い
る
選
別
機
の
網
目
を
、「
阿
波

美
人
」
は
１
・
85
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
、

「
プ
レ
ミ
ア
ム
阿
波
美
人
」
は
１
・
９
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
ほ
か
、
食
味
計

の
適
用
、
化
学
肥
料
や
化
学
合
成
農
薬
の

低
減
な
ど
、
環
境
保
全
型
農
業
に
よ
り
ワ

ン
ラ
ン
ク
上
の
米
作
り
に
取
り
組
む
も
の

で
す
。
さ
ら
に
、
品
質
の
高
付
加
価
値
化

に
加
え
、
販
売
面
で
の
営
業
力
、
ブ
ラ
ン

ド
力
の
強
化
も
促
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
露
地
野
菜
の
ス
ー
パ
ー
産
地
化

で
は
、
生
産
コ
ス
ト
を
低
減
さ
せ
て
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る
た
め
、
本

市
の
産
地
戦
略
助
成
、
生
産
振
興
品
目
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
作
物（
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

オ
ク
ラ
、
菜
の
花
、
キ
ャ
ベ
ツ
）
の
種
苗

購
入
に
対
す
る
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、

市
場
に
お
け
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
調
査
・

把
握
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
３
月
議
会
が
３
月
６
日
か
ら
26
日
ま
で
の
21
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
日
に
は
、
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
き
ま
し
て
、

市
長
よ
り
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
す
。

　
今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

３
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信
　
紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨

部
分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文

を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
後
日
作
成
さ
れ
ま
す
市
議

会
会
議
録
は
市
立
図
書
館
等
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

左
上
へ

　

こ
の
よ
う
に
地
方
創
生
に
つ
い
て
は
一
部

先
行
し
ま
す
が
、
平
成
27
年
度
中
に
総
合
戦

略
を
策
定
し
た
う
え
で
平
成
28
年
度
か
ら
本

格
的
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
具
体
的
な

戦
略
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
、
本
年
秋
頃
ま

で
に
原
案
を
ま
と
め
上
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
「
住
み
た
い
、
住
み
や
す
い
、
住
ん

で
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
市
政

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
わ

が
国
の
人
口
減
少
が
叫
ば
れ
る
中
、
自
治
体

消
滅
へ
の
懸
念
や
国
力
の
低
下
な
ど
、
将
来

に
対
す
る
不
安
要
素
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
本
市
に
あ
っ
て
は
、
今
般
の
地
方
創
生

の
取
組
を
機
に
、
市
民
お
一
人
お
ひ
と
り
と

「
ま
ち
の
創
生
へ
の
挑
戦
」
を
通
し
て
得
ら

れ
る
達
成
感
や
幸
福
感
な
ど
「
新
た
な
価

値
」
を
共
有
し
、
20
年
後
、
30
年
後
の
阿
南

市
に
お
い
て
も
「
住
み
た
い
、
住
み
や
す

い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
市
政
の
実
現
に
向
け
、
な
お
一
層
の
取

組
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

「
阿
南
市
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設

　

設
置
に
向
け
て
、
昨
年
７
月
か
ら
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
「
阿
南
市
配
偶
者
暴
力

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
、
４
月
１
日
に
市

役
所
内
に
開
設
し
ま
す
。

　

本
セ
ン
タ
ー
の
市
町
村
で
の
設
置
は
、
県

内
で
２
番
目
、
四
国
で
３
番
目
と
な
り
、
市

民
に
も
っ
と
も
近
い
行
政
が
主
体
と
な
っ
て

Ｄ
Ｖ
相
談
や
Ｄ
Ｖ
被
害
者
へ
の
支
援
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
庁
内

に
支
援
セ
ン
タ
ー
を
置
く
こ
と
で
、
関
係
各

課
が
連
携
を
と
り
、
潜
在
化
し
た
Ｄ
Ｖ
被
害

者
の
早
期
発
見
と
適
切
な
助
言
や
対
応
を
迅

速
に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
長
期
化
す

る
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
心
の
ケ
ア
に
も
き
め
細
か

な
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
は
、
警
察
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
や
近
隣
自
治
体
と
の

連
絡
・
連
携
が
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
連

絡
体
制
を
強
化
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、

「
阿
南
・
那
賀
・
美
波
定
住
自
立
圏
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、
新
た
に
「
女
性
支
援

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
事
業
で
は
、「
女
性
の
た
め
の
生
き
方

な
ん
で
も
相
談
」
な
ど
を
通
じ
て
、
潜
在
す

る
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
早
期
発
見
を
図
り
、
県
南

部
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
近

隣
自
治
体
と
の
連
携
を
密
に
し
て
被
害
者
支

援
体
制
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。　

　

今
後
も
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
心
に
寄
り
添
う
支

援
を
め
ざ
し
、
阿
南
市
か
ら
「
あ
ら
ゆ
る
暴

力
の
根
絶
」
を
発
信
し
、
す
べ
て
の
人
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。生

物
多
様
性
の
保
全
と
活
用
　
　

　

去
る
２
月
21
日
、
ひ
ま
わ
り
会
館
に
お
い

て
第
２
回
生
物
多
様
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
未
来

へ
つ
な
ご
う
！
あ
な
ん
の
ご
っ
つ
い
自
然
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
３
人
の
専
門
家
に
よ
る
講
演
の

ほ
か
、「
希
少
種
や
固
有
種
な
ど
貴
重
な
生

物
が
確
認
さ
れ
る
」「
豊
か
な
自
然
が
残
さ

れ
て
い
る
」「
地
域
で
保
全
活
動
が
実
施
さ

れ
て
い
る
」
な
ど
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
べ

き
重
要
な
場
所
と
し
て
、
伊
島
、
蒲
生
田
、

太
龍
寺
近
辺
、
那
賀
川
・
桑
野
川
河
口
域
、

桑
野
川
上
流
、
出
島
野
鳥
園
の
計
６
カ
所
を

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
公
表
し
ま
し
た
。

講
演
の
な
か
で
特
に
来
場
者
を
驚
か
せ
た
の

は
、
東
邦
大
学 

長
谷
川
雅
美
教
授
の
研
究

発
表
で
、「
伊
島
に
は
本
州
で
見
ら
れ
る
８

種
類
の
ヘ
ビ
全
て
が
生
息
す
る
」「
伊
島
の

ヒ
キ
ガ
エ
ル
は
屋
久
島
と
並
び
日
本
最
大
級

で
あ
る
」
な
ど
、
か
つ
て
陸
続
き
だ
っ
た
伊

島
に
取
り
残
さ
れ
た
り
漂
着
し
た
生
物
が
進

化
し
、
今
な
お
生
息
し
て
い
る
様
は
、
ま
さ

に
日
本
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
で
あ
る
と
明
言
さ
れ

た
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
類
ま
れ
な
生
態
系
は
、
離
島
と
い
う

限
ら
れ
た
環
境
の
な
か
で
、
人
が
住
む
こ
と

で
持
続
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
か

ら
は
、
阿
南
高
専
と
の
新
た
な
連
携
事
業
と

し
て
、
公
表
し
た
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
中
か

ら
、
ま
ず
、
伊
島
に
焦
点
を
当
て
、
貴
重
な

生
物
多
様
性
を
保
全
・
活
用
す
る
た
め
の
具

体
策
を
地
域
の
人
た
ち
と
と
も
に
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
島
で
は
、
近
年
、
漁
業
を
継
ぐ

若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
に
よ
り
人
口
が
増
え
つ
つ

あ
り
ま
す
。
子
育
て
の
環
境
に
も
適
し
た
住

居
を
確
保
す
る
た
め
、
伊
島
若
者
定
住
促
進

住
宅
整
備
事
業
を
立
ち
上
げ
、
平
成
27
年
度

に
は
建
設
予
定
地
の
地
質
調
査
、
住
宅
の

実
施
設
計
お
よ
び
敷
地
造
成
工
事
を
行
う

予
定
で
す
。

　

豊
か
な
自
然
の
な
か
で
人
々
が
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
生
物
多
様
性
を
軸
と

し
た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

備
え
た
避
難
対
策

　

市
内
14
公
民
館
に
防
災
倉
庫
の
設
置
と

折
り
畳
み
式
リ
ヤ
カ
ー
の
配
備
や
資
機
材

の
備
蓄
を
行
い
、
避
難
所
の
機
能
強
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
避
難
場
所
の
確

保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
震
・
津
波
災
害

対
策
と
し
て
、
平
成
21
年
度
か
ら
着
手
し

ま
し
た
橘
地
区
・
那
賀
川
町
ゆ
た
か
野
地

区
・
津
乃
峰
地
区
の
防
災
公
園
が
、
平
成

27
年
度
内
に
す
べ
て
完
成
し
ま
す
と
、
市

内
の
避
難
収
容
可
能
人
数
を
新
た
に
約
７

千
人
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
27
年
度
か
ら
、
富
岡
東

部
地
区
防
災
公
園
と
那
賀
川
町
工
地
地
区

に
お
い
て
、
避
難
施
設
の
計
画
に
取
り
組

み
ま
す
。
平
常
時
は
地
元
の
皆
さ
ま
に
憩

い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
、
か
つ
、
地
震

発
災
時
に
は
避
難
場
所
と
し
て
確
実
に
機

能
で
き
る
よ
う
に
、
地
元
の
皆
さ
ま
の
ご

要
望
を
織
り
込
み
な
が
ら
計
画
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

右
下
か
ら
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